
①評価の観点

②評価の方法
材料

観点

主体的に学習に取り組む態度

〇 〇

〇 〇

〇

〇

考査、単元テスト、実習の達成度によっ

て評価します。
Ａ：８５％以上　Ｂ：５０％以上　Ｃ：
実習、課題、ワークシート、グループ

ワークの達成度によって評価します。

Ａ：８５％以上　Ｂ：５０％以上　Ｃ：
実習、課題、ワークシート、グループ

ワークの達成度によって評価します。
Ａ：８５％以上　Ｂ：５０％以上　Ｃ：

1 学習の目標

科目名 家庭科 履修

教科書 Creative Living(大修館書店) 副教材

その他

思考・判断・表

現

知識・技能

生活のマネジメント

グループ学習、レポート作成

2 学習の方法

＊調理実習の実施前にエプロン、三角巾を準備するよう伝えます。

＊考査は、①前期期末考査②後期期末考査の２回です。

＊評価は、定期考査、小テスト、実習、ワークシート、プリント作成により総合的に評価します。
5 単元の目標・評価

単元名

評価の観点 思考・判断・表現

小テスト 実習 レポート

〇 〇 〇

プリント

4

令和７年度　１年次生　学びのプラン
２単位

（２コマ）
履修年次 1年次

必履修（共通） 開講 通年

生活ハンドブック(第一学習社)

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活などに関する基礎的・基本的な知識と技能を習得さ

せ、家庭や地域の生活課題を主体的に解決するとともに、生活の充実向上を図る能力と実践的な態度を

教科名 家庭基礎
単位数

（コマ

主体的に学習に

取り組む態度

＊授業は各HR、もしくは被服室で行います。

＊調理実習は調理室、被服実習は被服室で実施します。

＊年に数回、外部の講師を招き、出前授業を実施します。

＊授業では、教科書、資料集、ファイル、タブレットを使用します。
＊授業で使用するプリントは、配布するファイルに綴じてください。

3 評価について

知識・技能
人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活、衣食住などに関する基礎的・

基本的な知識を身につけている。

思考・判断・表現
人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活などについて課題を見いだし、

その解決を目指して思考を深め、適切に判断し、工夫し創造する能力を身につけて

いる。

主体的に学習に取

り組む態度

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活などについて関心をもち、その

充実向上を目指して主体的に取り組むとともに、実践的な態度を身につけている。

定期テス
ト

単元の目標
１　自分の生活と自分自身について自己理解を深める

２　ライフステージについて理解する。

活動形態
継続力

評価規準

●生涯発達の考え方に立ち、各
ライフステージごとの特徴と課
題について理解している。
●必要な情報を収集し、疑問に
思ったことや興味をもったこと
を調べたりすることができる。

●高校生活の課題、自己の生き
方、将来の家庭生活と職業生活
のありかたについて考えを深め
ながら、生活設計を立案した
り、発表したりしている。

●高校生活の課題、自己の生き
方、将来の家庭生活と職業生活
のありかたについて考えを深め
ながら、生活設計を立案した
り、発表したりしている。

知識・技能

育成を目指す力 行動・挑戦力 課題解決力 創造力 発信力 自己管理力

活動内容
１　自分の生活と自分自身について自己理解を深める
２　ライフステージについて理解する。



単元名

活動形態

単元名

育成を目指す力

単元名

単元の目標
１　青年期の発達課題を達成するための生き方を考える。

２　青年期は自己実現に向けて生きていくための準備をする時期であることを理解す

る。

活動形態

活動内容

評価の観点

評価規準

●青年期を生涯発達の視点でと
らえ、青年期の特徴と課題につ
いて考えようとしている

単元名 経済生活のマネジメント

食生活のマネジメント

青年期の課題と自立

行動・挑戦力

●青年期の自立について理解し
ている。
●必要な情報を収集し、疑問に
思ったことや興味をもったこと
を調べたりすることができる。

●自立や男女の平等と相互の協
力など青年期の課題について、
自己の生き方と関連させて考え
を深め、まとめたり、発表する
ことができる。

家族・家庭生活のマネジメント

単元の目標
１　現代の家族の特徴と社会とのかかわりについて理解する。

２　家族関係から生じる問題について知り、その解決方法について考え，必要な力を身
につける。

課題解決力 創造力 発信力 自己管理力 継続力
調べ学習、レポート作成

授業者による説明を聞き、プリント作成、レポート作成に取り組む

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

単元の目標
１　経済的自立について理解する。

２　必要な金融の知識や情報を取得し、金融を主体的に判断できる能力を養う。

育成を目指す力 行動・挑戦力 課題解決力 創造力 発信力 自己管理力 継続力

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価規準

●家族について理解し、現代の
家族の特徴と社会との関わりに
ついて理解している。
●必要な情報を収集し、疑問に
思ったことや興味をもったこと
を調べたりすることができる。

●多様な家族のあり方を知り、
その課題について、自己の生き
方と関連させて考えを深め、ま
とめたり、発表することができ
る。

●現代の家族の特徴に関心を持
ち、これからの家族のあり方や
社会との関わりについて考えよ
うとしている。

育成を目指す力
活動形態 調べ学習、レポート作成

行動・挑戦力 課題解決力 創造力 発信力 自己管理力 継続力

活動内容 授業者による説明を聞き、プリント作成、レポート作成に取り組む

レポート作成

活動内容 授業者による説明を聞き、プリント作成、レポート作成に取り組む

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価規準

●経済的自立について理解して
いる。
●生涯を見通した経済計画の必
要性や経済計画で考慮しなくて
はならない事項を理解
している。

●自分の生活に起こったことと
関連づけながら生活情報を活用
ことについて考えを深めたり、
まとめたり、発表したりしてい
る。

●生涯に起こりそうなリスクを
想定しながら、経済計画につい
て具体的に考えようとしてい
る。

単元の目標
１　食事と食品と栄養素の関係について理解する。

２　五大栄養素の様々な働きについて理解する。

３　調理を科学的に理解する態度を養う。
育成を目指す力 行動・挑戦力 課題解決力 創造力 発信力 自己管理力 継続力

活動形態 調べ学習、レポート作成、調理実習

活動内容 授業者による説明を聞き、プリント作成、レポート作成、実習に取り組む

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価規準

●食事の役割について理解して
いる。
●五大栄養素と代表的な食品に
ついて理解している。
●調理の基本技術を身につけ、
実生活で活用し、調理すること
ができる。

●自分の食生活や家族の食生活
を分析し、改善方法について考
えを深め、まとめたり、発表し
たりしている。
●栄養素の種類と機能をふま
え、食品を組み合わせて摂る具
体的な献立をまとめたり発表し
たりしている。

●現代の食生活や食事の意義に
ついて考えている。
●家族や自分の食生活について
栄養素と健康を関連させて考え
ようとしている。
●健康や安全に配慮した食生活
について考えようとしている。



活動形態 調べ学習、レポート作成

活動内容 授業者による説明を聞き、プリント作成、レポート作成に取り組む

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価規準

●こどもにとって、生活から得
られるあらゆる刺激がその子の
人間形成につながっていること
を理解する。
●近年の子どもを取り巻く環境
の変化や子育てをする保護者の
課題について理解している。

●現代の子どもの心身の成長・
発達について、生活や遊びなど
近年の少子社会における子ども
を取り巻く環境の変化などを視
野に入れ、課題をみつけ、それ
らの原因および解決方法をまと
めたり発表したりしている。

●子どもの心の成長・発達とそ
の特徴を、子どもが育つ環境と
関連させて考えようとしてい
る。
●近年の子どもを取り巻く環境
の変化と課題について考え、よ
りよい環境を保障するために親
や家庭、社会が果たす役割は何
かを考えようとしている。

単元名 子どもの生活と子育てのマネジメント

単元の目標

１　人間は成長していく存在であることを知る。
２　子どもの行動の背後にあるものを理解し、そのかかわり方を知る。
３　子どもの権利条約や児童福祉の理念を知り、子どももおとなと同様、一人の人間として人権
をもっていることを理解する。

育成を目指す力 行動・挑戦力 課題解決力 創造力 発信力 自己管理力 継続力

活動形態 調べ学習、レポート作成

活動内容

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価規準

●共生社会の理念について理

解している。

●共生社会の実現には、日頃

からコミュニケーションが重
要であることを理解してい

る。

●共生社会の実現に向けて、

自分の生活する地域ではどの

ようなことができるか、考え

を深めたり、発表したりして
いる。

●日常生活にある自助・互

助・共助・公助のありかたに

ついて考えようとしている。

●現代社会における生活のリ
スクとその対応について考え

ようとしている。

活動形態 調べ学習、レポート作成

活動内容

授業者による説明を聞き、プリント作成、レポート作成に取り組む

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価規準

●日本の高齢化の特徴と課題

を理解している。
●介護をめぐる状況を理解し
ている。
●人は生涯発達し続けるこ

と、高齢期だからこそいかさ
れる能力があることを知る。

●高齢期の生活課題を自己の

課題としてとらえ、解決策に
ついて考えを深め、まとめた
り、発表したりしている。

●高齢期を肯定的にとらえ、

適切にかかわろうとしてい
る。
●高齢社会の現状や課題、高
齢者の自立生活支援は、どう

あればよいのかなどについて
考えようとしている。

授業者による説明を聞き、プリント作成、レポート作成に取り組む

単元名 共生社会をつくる

単元の目標
１　家族や社会における共生、協動、福祉が果たす役割について理解し、地域活動やボランティ
アに関心をもつ。

育成を目指す力 行動・挑戦力 課題解決力 創造力 発信力 自己管理力 継続力

単元名 高齢期のマネジメント

単元の目標
１　高齢者の生活課題を把握する。
２　高齢社会は、障がいの者社会参加を進めていき、性、年齢、病気や障がいの有無などで差別
されない、一人ひとりの能力をいかす社会を目指していることを理解する。

育成を目指す力 行動・挑戦力 課題解決力 創造力 発信力 自己管理力 継続力

衣生活のマネジメント単元名

単元の目標
１　洗濯の目的と方法、洗剤の種類と働きを理解する。
２　衣生活における資源や環境問題を考え、配慮する姿勢をもつ。

育成を目指す力 行動・挑戦力 課題解決力 創造力 発信力 自己管理力 継続力
活動形態 調べ学習、レポート作成、被服実習

活動内容 授業者による説明を聞き、プリント作成、レポート作成、実習に取り組む

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価規準

●被服の表示を読み取ることが
できる。
●洗剤の働きと汚れが落ちるし
くみ、乾式洗濯と湿式洗濯の特
徴や利用上の注意について理解
している。
●被服を長く大切にいかすため
の方法として基礎縫いの技術が
正しくできる。

●被服管理について具体的に考
え、取り組もうとしている。
●資源・エネルギー問題や環境
保全に配慮した再利用や適正な
廃棄の方法になどについて考え
を深め、積極的に取り組もうと
している。

●洗濯の種類や汚れの種類、洗
剤の成分に関心を持ち、合理的
な洗濯の方法について考えよう
としている。
●環境に配慮した衣生活の営み
について考えようとしている



評価規準

●こどもにとって、生活から得
られるあらゆる刺激がその子の
人間形成につながっていること
を理解する。
●近年の子どもを取り巻く環境
の変化や子育てをする保護者の
課題について理解している。

●現代の子どもの心身の成長・
発達について、生活や遊びなど
近年の少子社会における子ども
を取り巻く環境の変化などを視
野に入れ、課題をみつけ、それ
らの原因および解決方法をまと
めたり発表したりしている。

●子どもの心の成長・発達とそ
の特徴を、子どもが育つ環境と
関連させて考えようとしてい
る。
●近年の子どもを取り巻く環境
の変化と課題について考え、よ
りよい環境を保障するために親
や家庭、社会が果たす役割は何
かを考えようとしている。



学

期

考

査
月

第８章　経済生活のマネジメント
　※金融リテラシー講座
　※消費者被害防止講座

□18歳で変わる消費生活
□消費者トラブル
□私たちが社会を動かす

4

4

前

期

5

6

年間計画

4
第１章　生活のマネジメント

□生涯、発達し続ける
□意思決定を重ねてつくる人生
□どんな生き方をする？

4

第２章　青年期の課題と自立 □子供から大人へ
□自立の達成を目指そう

2

第３章　家族・家庭生活のマネジメント □家族って何だろう
□法律から見る家族・家庭
□ダイバーシティーの実現を目指

後

期

6

単元 項目 予定時数

オリエンテーション □家庭科を学ぶということ

12

第９章　食生活のマネジメント

第10章　衣生活のマネジメント □快適な被服の条件
□長持ちさせる手入れ
□被服の３Ｒ、実践してる？
□衣生活のＰＤＣＡサイクル
被服製作

12

第3章　家族・家庭生活のマネジメント □家族って何だろう
□わかってくれて当然？
□法律から見る家族・家庭
□ダイバーシティーの実現を目指

□人生１００年時代の高齢期
□年をとると変わること
□介護を支える
高齢者体験・介護体験

第５章　高齢期の生活マネジメント

7.8

９

10

11

12,1

2,3

前

期

期

末

考

査

後

期

期

末

考

査

8

6

6

6

2

最終章　生活をデザインする □ホームプロジェクト
4

□生活課題の乗り越え方
□ともに生き、社会をつくる

第６章　共生社会をつくる

□命の誕生
□こんにちは赤ちゃん
□子どもの仕事は「遊び」
□親になるということ
□社会で子育て

第４章　子どもの生活と子育てのマネジメント

※子どもの権利条約出前講座

第11章　住生活のマネジメント □安全に安心して暮らす
□防災

□体と心を満たす食事
□栄養バランスのよい食事
□炭水化物を摂る
□脂質を摂る
□たんぱく質を摂る
□無機質を摂る
□ビタミンを摂る
□持続可能な食生活
□調理のワザを身につける
調理実習


